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CLASSIII成功のレシピ
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　窩洞が小さく歯頸部の残存歯質が十分に存在し、歯間離開用器具を装着した状態でマトリックス

の形態を維持できる場合の充填方法を解説する。

　歯頸部の残存歯質が十分に存在する場合、マトリックスと歯間離開用器具を装着後、マトリック

スを指や器具を用いて歯面に押さえつけて口蓋側の空隙を閉鎖する。マトリックスを押さえた状態

でマトリックスのプレカーブが、付与したい隣接面形態と一致していることを確認する。歯面処理

後、マトリックスを歯面に押さえつけた状態で口蓋側からフロアブルレジン（27G A3）を充填する

（図 2-12: 青色部）。充填範囲は、コンタクトポイントから口蓋側に 0.5 ～ 1.0mmの位置まで

にする。
　最初に充填した口蓋側のレジンと次に充填する隣接面のレジンには、必ずステップができる。

このステップは、コンタクトポイントから0.5 ～ 1.0mmの位置であれば形態修正を行う器具を到

達させることができるが、0.5mmよりもコンタクトポイントに接近すると形態修正を行うことが難

しくなるため、充填範囲には注意する。
　窩洞が小さく口蓋側の充填量が少ない場合は、口蓋側と隣接面の充填を同時に行うことがある。

充填範囲は、コンタクトポイントから唇側に0.5 ～ 1.0mmの位置までにする（図2-13）。

　マトリックスを押さえつけるとマトリックスのプレカーブが変形し、付与したい隣接面形態と一

致しない場合は、パターン2の『窩洞がラインアングルを超えている大きな窩洞の場合』（P.114）

の充填方法で行う。

口蓋側からフロアブルレジンを充填する

充填
ステップ
１

図2-12　充填範囲は、コンタクトポイントから口蓋側に0.5 ～ 1.0mmの位置までにする。

図2-13　窩洞が小さい場合、口蓋側と隣接面の充填を同時に行うことがある。充填範囲は、コンタクトポイン

トから唇側に0.5 ～ 1.0mmの位置までにする。

0.5~1.0㎜0.5~1.0㎜

0.5~1.0㎜0.5~1.0㎜

重 要 マトリックスを歯面にしっかり適合させて形態を維持し、

レジンが漏れないようにする

フロアブルレジン
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成功の鍵2　 窩洞がラインアングルを超えていない場合は、ベベルを付与す
る位置に注意

　う蝕除去を終えたら、ベベルを付与する。唇側ベベルは、窩洞からの展開角が45°～ 60°でエ

ナメル質の範囲内に 1～ 2mm4）付与する（図 2-2a、b：青色点線部）。口蓋側ベベルは、鋭利

な部分を丸める程度にする。ベベルは、歯質の温存の点からすると最小限にとどめることが望ま

しいが、前歯部唇側は審美領域であるためベベルを2～ 3mm程度に広く付与することがある。

ベベルを広く付与することで色が少しずつ変化していく結果、一本の歯として違和感がない状態に

できる。それは、一本の歯を観察すると、歯冠の中央部はシェードが A3であったとしても、歯頸

部は A4で切端部は A2であったりする。すべての部分で同じ色であることはない。部位によって

異なる色が徐々に変化していくことで、一本の歯として違和感がない状態なのである。

　窩洞がラインアングルを超えていない場合、ベベルはラインアングルを超えない位置に設定する

（図 2-2a：左）。ベベルが、ラインアングルを一部分だけでも超えると（図 2-3a）、充填を行っ

たレジン（図2-3b：赤色部）と残存しているラインアングルを一致させることが難しくなる。ライ

ンアングルが乱れると審美的に問題が生じるため、ベベルはラインアングルをできるだけ超えない

位置に設定する。

　窩洞がラインアングルを超えている場合、ベベルはラインアングルを超えた位置設定し、レジン

でラインアングルを再現する（図2-2a：右）。

　窩洞がラインアングルを超えていないが近接している場合、ベベルをラインアングルを超えて広

く設定し、レジンでラインアングルを再現することがある（図 2-4）。ラインアングルを一部分残

すよりも、レジンでラインアングルをすべて再現する方が連続性を保ちやすいためである。

図2-2a,b　唇側ベベルは、窩洞からの展開角が45°～60°で、エナメル質の範囲内に1～2mm付与する（図
2-2a,b：青色点線部）。

図2-4a,b　窩洞がラインアングルを超えていないが近接している場合は、審美性を優先させベベルをラインアング
ルを超えて広く設定し、レジンでラインアングルを再現することがある（図2-4b：赤色線部）。

図2-3a,b　ベベルが一部分だけでもラインアングルを超えると（図2-3a：緑色部）、充填を行ったレジン（図
2-3b：赤色部）と残存しているラインアングルを一致させることが難しくなる。ラインアングルが乱れると審美的
に問題が生じるため、ベベルはラインアングルをできるだけ超えない位置に設定する。

ラインアングルの乱れは、審美的問題を引き起こす

a

a
a b

b

b
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成功の鍵１　CLASS III は２つのパターンに分けて考える

　ラインアングルは、前歯部歯冠形態を特徴づける重要な要素のうちの１つである。そこで、窩

洞を、

　の２つのパターン（図 2-1a、b）に分けて考えて、アプローチ法を変える。

図2-1a,b　窩洞がラインアングルを超えていない場合、難易度は低い。超えている場合は、難易度が高くなる。 
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難易度 難易度

低

難易度

ラインアングルを超えないCLASSⅢ

低
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ラインアングルを超えるCLASSⅢ

高

高

窩洞がラインアングルを超えていない

残存している形態を再現すれば
問題は生じにくい

窩洞がラインアングルを超えている

ラインアングルの連続性を
維持できないと、審美的に問題が生じる

パターン2

CLASS III は、ラインアングルがポイント 
窩洞がラインアングルを超えているか、
超えていないかで難易度とアプローチが変わる

窩洞がラインアングルを超えているか否かで

CLASSⅢの難易度が決まることに注意

a b
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CLASSⅣ　パターン２
切縁に透過性がある：

マメロン構造の再現が必要な場合

　上顎中切歯の正中線を回復する症例の場合、1日で１歯の充填を行い 2日に分けて処置を
行う。同時に処置を行うと、歯間離開用器具を装着することでマトリックスの正中がずれる。
結果的に充填後の正中がずれる失敗につながる。本症例は 1日目に左側の充填を行い、処置
後に写真を撮影し keynote 上で正中線や幅径を確認した。2日目に左側の形態修正を行い、
右側の充填を行った。

C O L U M N 1
隣接面の修復が２歯に及ぶ場合は……

術前

上顎左側中切歯の充填を終えた状態

術後

術前
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130

パターン１ マメロン構造の再現
は必要なし

パターン2 マメロン構造の再現
が必要

成功の鍵１　CLASS
Ⅳはマメロン構造

がポイント

　CLASS Ⅳは、前
歯の切縁を含む窩

洞であるため、マ
メロン構造を再現

する必要があるか
、な

いかでアプローチ
が変わる。マメロ

ン構造とは前歯群
切縁部唇側の内部

構造体を指し、い
くつか

の発育葉によって
構成される特徴的

な切縁結節のこと
である。前歯切縁

は、咬耗により経
年的に

変化するため、マ
メロン構造には個

体差がある。修復
治療を行う場合は

、周囲の歯を観察
し、前

歯切縁の状態を 

　パターン１：切
縁に透過性がない

：マメロン構造の
再現が必要ない場

合 

　パターン２：切
縁に透過性がある

：マメロン構造の
再現が必要な場合

 

　の２つに分けて
考え、アプローチ

法を変える。中切
歯1歯の場合は、

反対側同名歯を参
考に、

中切歯２歯の場合
は、側切歯と犬歯

を参考にする。 

図3-3a,b　本例を
手がけた2012年

当時は、形態と色
調の回復を行うこ

とだけを考えてお
り、隣在歯の観察

か

らマメロン構造を
付与する必要があ

ることを理解して
いなかった。本症

例は形態等に問題
はないと思われる

が、

明らかに周囲と調
和していないこと

が見てとれる。深
く反省している症

例である。

図3-1

図 3-2

マメロン構造が必
要と痛感した症例

から

CLASSⅣ　パター
ン１

切縁に透過性がな
い：

マメロン構造の再現
が必要ない場合

a

マメロン構造の再現
が必要か、必要な

いかでアプローチ
が変わる

b 術後

術前

131130

パターン１ マメロン構造の再現は必要なし パターン2 マメロン構造の再現が必要
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の発育葉によって構成される特徴的な切縁結節のことである。前歯切縁は、咬耗により経年的に

変化するため、マメロン構造には個体差がある。修復治療を行う場合は、周囲の歯を観察し、前

歯切縁の状態を 

　パターン１：切縁に透過性がない：マメロン構造の再現が必要ない場合 

　パターン２：切縁に透過性がある：マメロン構造の再現が必要な場合 

　の２つに分けて考え、アプローチ法を変える。中切歯1歯の場合は、反対側同名歯を参考に、

中切歯２歯の場合は、側切歯と犬歯を参考にする。 

図3-3a,b　本例を手がけた2012年当時は、形態と色調の回復を行うことだけを考えており、隣在歯の観察か
らマメロン構造を付与する必要があることを理解していなかった。本症例は形態等に問題はないと思われるが、

明らかに周囲と調和していないことが見てとれる。深く反省している症例である。

図3-1 図 3-2

マメロン構造が必要と痛感した症例から

CLASSⅣ　パターン１
切縁に透過性がない：

マメロン構造の再現が必要ない場合

a

マメロン構造の再現が必要か、必要ないかでアプローチが変わる

b 術後術前
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CLASSⅣ成功のレシピ

形態修正・研磨を行う仕上げ

① 充填直後は、レジン表面に細かい凹凸が残っていることや、ベベルを超えて充填されたレジン

が歯質に薄く残っていることがある。形態修正は、バーを用いて形態を付与していくのではな

く、細かい凹凸をなくしレジンと歯質を移行的にしていく工程である。メリーダイヤ nmg-4

のバーを５倍速コントラに装着して、5,000 ～ 8,000 回転程度の低速で行う（図 3-31）。

メリーダイヤ nmg-4 のバーは、使い古してダイヤモンドの粒子が細かくなったものを用いる。

ダイヤモンドの粒子が大きく残っていると大きな傷ができ、研磨に時間を要するためである。

② 形態修正は、無注水で行う。歯質の温度が上がらないように、アシスタントにエアーをかけて

もらいながら行う。注水を行うとレジンと歯質の表面性状が確認できず、濡れた状態では綺麗

に見えていても、乾燥させると粗造感が残っていることがあるからである。

③ 形態修正中は、常に切削片を確認しながら行う。歯質とレジンの境界部分にステップがある

と、切削片がステップに入り込みライン状に見える。このラインがなくなるまで、低速回転の

バーを用いてレジンを除去していく。バーの回転方向とバーを動かす方向は、レジンから歯質

に向かうようにすることがポイントである。切削片が薄く均一に見えるようになったら、研磨

を行う。

④ 研磨は、フレクシィポイントを青、ピンクの順に使用し（図 3-32）、最後は水分を十分に含

ませたフェルトポイントにエナメライズポリッシングペースト（図 3-33、34）をつけて艶

出しを行う。

⑤ 術後の歯は、脱水し白く変化しているため、レジンと歯質の色が合っていないは当然である。

シェードは、次回来院時に再評価を行う。

重 要 形態修正・研磨に用いている器具

図 3-33　仕上げ用フェルトポイント：フェルトフ
レクシィポイント（マイクロテック）。

図 3-32　形態修正、中研磨用ポイント：フレク
シィカップ、フレクシィポイント（マイクロテッ
ク）。

図 3-34　研磨ペースト：エナメライズポリッシン
グペースト（マイクロテック）。

図 3-31　歯科用ダイヤモンドバー：メリーダイヤ
nmg-4（日向和田精密製作所）。
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CLASSⅣ成功のレシピ

口蓋側の仕上げとして
歯質とレジンのギャップを
なくしておく

充填
ステップ
２

　バックウォールの充填を終えたら、口蓋側を仕上げる。

① シリコーンガイドを用いて充填を行った後は、歯質とレジンの間にギャップが生じている（図

3-20b 拡大図）。ギャップは、フロアブルレジン (27G A3) を使用して移行的にする（図

3-20c：赤色部分）。

② 唇側を充填後に口蓋側のギャップを移行的にしてもよいが、忘れることがあるためバック

ウォールの充填を行った直後に移行的にしておくことを薦める。

MOVIE

25

重 要

図3-20a

バックウォール充填後に歯質とレジンの間に生じるギャップを

移行的な形態にしておくことが大事

図3-20d　

フロアブルレジン

レジンと歯質の間に生じるギャップ

図3-20c　赤色部：フロアブルレジン。

図3-20b　

フロアブルレジンで移行的に充填する

ビューティフルフロープラス X F00（27G A3）（松風）
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CLASS Ⅳの仕上がり
（パターン１）

Chapter3 モデル症例　F INAL

術前
1年後

術後

FINAL
7 年 9ヵ月後　メインテナンス期間中に一度も研磨は行っていな
い。術後に形態修正・研磨をしっかり行うことで、コンポジットレ
ジンでも着色や劣化は認めないことを実感した症例である。
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CLASSⅤ成功のレシピ

歯冠中央部のシェードを
確認する

術前処置
1

　Ⅴ級窩洞は、他の窩洞と比べて形態が単純であるため、難易度は低いと言える。しかし、Ⅴ級

窩洞は楔状欠損を伴い、窩洞が歯肉縁下に及んでいることが多い。窩洞が歯肉縁下に及びラバー

ダム防湿を行うことが難しい場合、歯肉圧排による簡易防湿で処置を行うことがある。また、レジ

ンを充填するスペースが少ないため、明度を上げすぎて白抜けすることがある。使用するレジン

のシェードの選択には注意が必要である。

　処置を始める前に歯冠中央部のシェードを確認する。本Chapter モデル症例は、シェードをA3

と診断した（図4-1）。しかし、歯冠中央部のシェードであるA3のレジンを歯頸部に使用すると

明度が上がりすぎる。歯の色は歯頸部から切縁側に向かうに従い明るくなるため、中央部のシェー

ドが A3であれば歯頸部のシェードは A3.5 か A4を用いる。

図4-1　歯頸部に不適合なレジン充塡を認める。

本Chapter モデル症例：初診時

重 要 明度を上げすぎないように注意する
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Chapter 4
CLASSⅤ成功のレシピ

唇側の最表層部には、
エナメル色を充填する

充填
ステップ
3

　ボディー色の充填を行い周囲と馴染み違和感がない状態にできたら、エナメル色の充填を行う。　
① 唇側の表層部分は、ペーストレジン（OcE）を用いて充填を行う（図4-10：緑色部）。ボディー
色の充填を行った後は、周囲の歯質と明度を合わせている状態であるため、色調を確認しなが
ら充填を行う必要がない。レジンが充填操作時に硬化しないように、オレンジフィルターをかけ
て処置を行う。

② 本 Chapter モデル症例は、途中でレジンを追加しているが、硬化していないレジンに追加する
と気泡が混入することや、ステップができることがある。ペーストレジンは、追加する必要がな
いように若干多めに採取するようにする。③ レジンの充填操作は、遠心側→歯頸側→近心側→切縁側の順に充填器 IPCT を用いてレジンを
歯質とフィットさせ、余分なレジンは切縁側で除去し適正なレジン量にする。

④ 適正なレジン量にできたら、充填器 IPCT を用いて大まかな形態を付与する。次に筆（トクソー
毛筆セット No.21）を用いて、レジンを歯質とフィットさせながら細かい凹凸を平坦化させる。

⑤ 充填範囲は、ベベルを超えすぎないように注意する。ベベルを超えた位置まで充填を行うと、
余剰分を形態修正で除去するために時間を要する。また、レジンは歯面処理が行われていない
エナメル質と接着しないため、術直後にステップがあることに気づかず褐線が入る原因になる。
ベベルを付与した範囲を覚えておき、ベベルより１mm程度超えた位置までレジンを薄く延ばし
ておく（図 4-10：緑色部）。ベベルを１mm程度超えて充填を行ったレジンは、形態修正・研
磨を行う際に除去しレジンと歯質を移行的にする。⑥ 研磨を終えた最終形態を100%とするならば、充填後の状態は103%程度の形態に充填を行
い、形態修正と研磨で100%にするイメージで行う。予定よりも過剰に充填を行うと、バーを
用いて100%の形態に修正することは困難である。最小限の形態修正と研磨で終えられるよう
に103%程度の充填量を心がける。

充填用器具・毛筆
ペーストレジン

重 要

エステライト アステリアOcE（トクヤマデンタル）

IPCT（マイクロテック）

トクソー毛筆セット No.21（トクヤマデンタル）

過不足なく、移行的に充填する

図4-10

図 4-11 図 4-12

ペーストレジン (エナメル色 )

MOVIE
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Chapter 4

CLASSⅤ成功のレシピ

ベベルを付与する術前処置
2

　う蝕除去を終えたら、
ベベルを付与する。

① 唇側ベベルは、窩洞か
らの展開角が45°～ 60

°でエナメル質の範囲内に
1.0 ～ 2.0mm

4) 付与

する（図 4-2：青色点線
部）。ベベルは、歯質の

温存の点からすると最小
限にとどめることが

望ましいが（図4-3：通常
のベベル）、前歯部唇側は

審美領域であるためベベ
ルを2.0～3.0mm

程度に広く付与すること
がある（図4-3：ロング

ベベル）。ベベルを広く付
与することで色が少

しずつ変化していくこと
で、一本の歯として違和

感がない状態にできる。
一本の歯を観察する

と、歯冠の中央部はシェ
ードが A3であったとして

も、歯頸部は A4で切端
部は A2であったり

と、すべての部分で同じ
色であることはない。部

位によって異なる色が徐
々に変化していくこと

で、一本の歯として違和
感がない状態なのである

。

② 楔状欠損のように窩洞
が歯肉辺縁から歯肉縁下

に及ぶ場合、歯頸側にベ
ベルを付与することが

できないため、充填はバ
ットジョイントになること

でレジンと歯質の境界が
明瞭になり、違和感

がない充填は難しくなる
。

重 要

図4-3　審美的要素が高
い場合、唇

側ベベルの範囲を広げる
ことがある

（赤色部）。

一本の歯として違和感が
ない状態にするために

ベベルを付与する

図4-2

通常のベベル
ロングベベル
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成功の鍵１　CLA
SS Ⅱは最も高

難度の窩洞

　CLASS Ⅱは
、①咬合に大き

く関与している
、②コンタクト

ポイントの付与
が難しい、③隣

接

面下の適合が不
良だと修正がで

きないため、コ
ンポジットレジ

ン修復で最も難
易度が高いと言

え

る。そのため、
しっかりトレー

ニングを積んで
慣れるまでは、

臨床で実践する
ことは避けたい

。

失敗した時に患
者の被る不利益

が大きすぎるか
らだ。  

　CLASSII を攻
略するポイント

は、隣接面の隔
壁を形成しCL

ASSII を CLAS
S I に変えてか

ら

咬合面の充填を
行うことである

。誰もが安全に
行え、結果をだ

すことのできる
テクニックにつ

い

て本Chapter で
解説したい。

1  根管治療を行う際の
『隔壁形成』で

のトレーニング
CLASS II のた

めのトレーニン
グアドバイス

　まずは、模型
を用いてトレー

ニングを行う。
模型で結果を出

せるようになり
、臨床で挑む場

合

は、根管治療を
行うための前準

備である隔壁形
成をコンポジッ

トレジンを用い
て行い、レジン

と

歯質の移行充填
やコンタクトポ

イントの回復を
兼ねたトレーニ

ングを行うこと
を勧める。仮に

結

果が出せなかっ
た場合でも、根

管治療後に歯冠
補綴治療を行う

ため問題にはな
らないだろう。

た

だし、トレーニ
ングを行った際

には必ず再評価
を行い、次に繋

げるように努め
る。

2   隣在歯をプロビ
ジョナルレスト

レーションに変
更した状態での

トレーニング

　図 1-1では、
下顎左側第二大

臼歯のMOB窩
洞をコンポジッ

トレジン充填を
行い、コンタク

トポイントを回
復する計画であ

る。隣在歯であ
る下顎左側第一

大臼歯を間接法
で歯冠補綴治療

を

行う予定である
ためプロビジョ

ナルレストレー
ションに変更し

ている。この状
態で充填を行い

、

充填後にフロス
を通しコンタク

トポイントが回
復できているこ

とと、プロビジ
ョナルレストレ

ー

ションを除去し
隣接面の充填が

ステップなく移
行的な充填が行

われていること
を確認する。レ

ジ

ンが歯質と不適
合の場合は、プ

ロビジョナルレ
ストレーション

を除去した状態
で形態修正と研

磨

を行うことがで
きる。また、コ

ンタクトポイン
トの回復ができ

ていなかった場
合は、歯冠補綴

装

置にてコンタク
トポイントを回

復することがで
きる。隣在歯を

プロビジョナル
レストレーショ

ン

に変更した状態
でトレーニング

を行い、コンタ
クトポイントの

回復と隣接面の
移行充填が常に

達

成できるように
なれば、様々な

状態での症例に
対応できるよう

になる。

　NISSIN のホ
ームページに各

種模型歯の展開
図が掲載されて

おり、ダウンロ
ードは無料で行

え

る（図1-2a）。
展開図をダウン

ロードし keyn
ote 上で咬合面

をマスキングす
る（図1-2b）。

マ

スキングした図
をプリントアウ

トして解剖学的
形態の特徴を覚

えるトレーニン
グを、筆者は何

度

も繰り返し行っ
た。

3   咬合面の解剖学
的形態を熟知す

るためのトレー
ニング

図 1-2a　ダウ
ンロードした

展開図（ニッシ
ンのホームペ

ージよ

り）。

図1-2b　咬合
面をマスキング

した展開図（ニ
ッシンのホーム

ページ

より）。

図 1-1　下顎左
側第一大臼歯

をプロ

ビジョナルレ
ストレーショ

ンに変更

し、下顎左側第
二大臼歯のMO

B窩洞

の充填を行い
コンタクトポ

イントを

回復する。

6

6

トレーニングを
積んで慣れるま

では、

いきなり臨床で
行うことは避け

たい

6

6

1716

成功の鍵１　CLASS Ⅱは最も高難度の窩洞

　CLASS Ⅱは、①咬合に大きく関与している、②コンタクトポイントの付与が難しい、③隣接

面下の適合が不良だと修正ができないため、コンポジットレジン修復で最も難易度が高いと言え

る。そのため、しっかりトレーニングを積んで慣れるまでは、臨床で実践することは避けたい。

失敗した時に患者の被る不利益が大きすぎるからだ。  

　CLASSII を攻略するポイントは、隣接面の隔壁を形成しCLASSII を CLASS I に変えてから

咬合面の充填を行うことである。誰もが安全に行え、結果をだすことのできるテクニックについ

て本Chapter で解説したい。

1  根管治療を行う際の『隔壁形成』でのトレーニング

CLASS II のためのトレーニングアドバイス

　まずは、模型を用いてトレーニングを行う。模型で結果を出せるようになり、臨床で挑む場合

は、根管治療を行うための前準備である隔壁形成をコンポジットレジンを用いて行い、レジンと

歯質の移行充填やコンタクトポイントの回復を兼ねたトレーニングを行うことを勧める。仮に結

果が出せなかった場合でも、根管治療後に歯冠補綴治療を行うため問題にはならないだろう。た

だし、トレーニングを行った際には必ず再評価を行い、次に繋げるように努める。

2   隣在歯をプロビジョナルレストレーションに変更した状態でのトレーニング

　図 1-1では、下顎左側第二大臼歯のMOB窩洞をコンポジットレジン充填を行い、コンタク

トポイントを回復する計画である。隣在歯である下顎左側第一大臼歯を間接法で歯冠補綴治療を

行う予定であるためプロビジョナルレストレーションに変更している。この状態で充填を行い、

充填後にフロスを通しコンタクトポイントが回復できていることと、プロビジョナルレストレー

ションを除去し隣接面の充填がステップなく移行的な充填が行われていることを確認する。レジ

ンが歯質と不適合の場合は、プロビジョナルレストレーションを除去した状態で形態修正と研磨

を行うことができる。また、コンタクトポイントの回復ができていなかった場合は、歯冠補綴装

置にてコンタクトポイントを回復することができる。隣在歯をプロビジョナルレストレーション

に変更した状態でトレーニングを行い、コンタクトポイントの回復と隣接面の移行充填が常に達

成できるようになれば、様々な状態での症例に対応できるようになる。

　NISSIN のホームページに各種模型歯の展開図が掲載されており、ダウンロードは無料で行え

る（図1-2a）。展開図をダウンロードし keynote 上で咬合面をマスキングする（図1-2b）。マ

スキングした図をプリントアウトして解剖学的形態の特徴を覚えるトレーニングを、筆者は何度

も繰り返し行った。

3   咬合面の解剖学的形態を熟知するためのトレーニング

図 1-2a　ダウンロードした展開図（ニッシンのホームページよ
り）。

図1-2b　咬合面をマスキングした展開図（ニッシンのホームページ
より）。

図 1-1　下顎左側第一大臼歯をプロ
ビジョナルレストレーションに変更
し、下顎左側第二大臼歯のMOB窩洞
の充填を行いコンタクトポイントを
回復する。

6

6

トレーニングを積んで慣れるまでは、
いきなり臨床で行うことは避けたい

6
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Chapter 1

CLASSII成功のレシピ

隣接面充填のための
前準備を行う

術前処置
４

　隣接面部の充填を行う場合、

①隣接面窩底部におけるレジンの過不足

②気泡の混入

③辺縁隆線部・鼓形空隙の形態不良

④コンタクトポイントがあまくなる

　などの失敗を起こしやすい。しかも、これらの失敗は

確認することが難しく、気づかないことが多い。仮に確認できても修正が難しく、処

置自体をやり直さなければならないことが多々ある。ClASS Ⅱの難易度が高いゆえん

である。そのため、このような失敗を引き起こさないための準備をしっかり行うこと

が重要である。隣接面の充填を成功させるためには、「マトリックスを歯質にしっかりとフィッ

トさせ、マトリックスのプレカーブをキープしたまま付与したい隣接面形態となるように位置付

ける」ことが、すなわち事前にこの基本形を作っておくことが重要である。このステップを確実

に行えないと、その後の充填操作がすべて無駄になってしまう。

　また、充填を成功させるためにはマイクロスコープ下で確認することを推奨する。高倍率の拡

大鏡では、ほんのわずかな隙間やマトリックスのプレカーブの変形を確認できない。よって、筆

者はすべての行程をマイクロスコープ下で行っている。　

　マトリックスの設置は上手くいかないことが多く、５分以上時間を要することもある。しかし、

最も重要なステップであるため妥協せずに時間をかけて、しっかり行っていただきたい。

　隣接面の充填を行うために様々な専用器具が紹介されているが、ここでは筆者が使用している

器具（図 1-17 ～ 20）とその使用ポイントを紹介する。すべての工程でマイクロスコープの使

用が難しいようなら、このステップから充填まではマイクロスコープを使用してほしい。

図 1-18　Wedjets LATEX （COLTENE）。
XS（ブルー・現在販売中止）直径 0.95mm×
長さ 2.1m、S（イエロー）直径 1.50mm×長
さ 2.1m、L（オレンジ）直径 1.80mm×長さ
2.1m、の 3種類のサイズがある。

図 1-19　アダプトルーシーウェッジフィン
ソール付（Kerr）。歯間離開とマトリックスを
保持に使用する透明プラスチック製のウエッジ
システム。光照射器の光を拡散し、光が到達し
にくい隣接面部の重合を可能にする。

図1-20　歯間離開用コンタクトリング：バインタインリング（ダンビル社 /モリムラ）。把持脚に内向きと外向
きの２種類がある歯科用マトリックスリテイナー。

図 1-17　アダプトセクショナルマトリック
ス・トランスペアレント（透明）（Kerr）。歯冠
形態に類似したカントゥアが付与されており、
症例に合わせて選択する。

マトリックス

ラバーウェッジ

ウェッジ

コンタクトリング

ここが隣接面充填の一番の山場！

馴れないうちは時間がかかるが、

ここで手を抜いてはならない。

それが成功の決め手となる

重 要 筆者おススメ！ 隣接面充填前準備のための専用器具

32
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隣接面の充填を成功させるためのチェック項目

★★★★★
ここが重要

　上述のようにラバーウェッジを用いてマトリックスのプレカーブ形態を損ねないように歯質に
フィットさせ、コンタクトリングを用いてマトリックスの厚み分を歯間離開させる。ラバーウェッ
ジはコンタクトリングで抱え込み、隣接面部のマトリックスを歯質とフィットさせる。この基本
形態にできたら、以下の順で隣接面の充填が行えるかどうかを確認していく（図1-22）。
＜チェック項目①～⑤＞
チェック①　マトリックスと窩底部歯質のフィットを確認するチェック②　マトリックスのプレカーブ形態を損ねていないことを確認するチェック③　マトリックスが隣在歯のコンタクトポイントと接していることを確認する
チェック④　下部鼓形空隙の形態が相似形になっていることを確認するチェック⑤　上部鼓形空隙の形態が相似形になっていることを確認する
　最後のチェック項目⑤上部鼓形空隙の形態が相似形になっていないことは多い。付与したい上
部鼓形空隙の形態とマトリックスのプレカーブが一致していない場合でも、チェック項目①～④
が達成されていれば直接法で処置を行うことは可能である。上部鼓形空隙の形態とマトリックス
の形態が一致していない場合の対応策は、P.58 ～ 63で解説する。　チェック項目①～④の中で一つでも達成できていない項目がある場合は、直接法ではなく間接
法への変更が必要となる。

図1-22　

←歯の色、グラデーショ
ン。黄色に変更できませ
ん。OKですか？

①～④の項目に一つでも達成で
きていない項目がある場合は、
間接法に方針を変更することを
考える。

ここが
ポイント

隣接面充填を成功させるために必要な５つのチェック項目

チェック②
マトリックスのプレ
カーブ形態を損ねて
いないことを確認す
る

チェック①
マトリックスと窩底
部歯質のフィットを
確認する

チェック③
マトリックスが隣在歯のコ
ンタクトポイントと接して
いることを確認する

チェック④
下部鼓形空隙の形態
が相似形になってい
ることを確認する

チェック⑤
上部鼓形空隙の形態
が相似形になってい
ることを確認する
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図１-28b　アダプトルーシーウェッジで保持した状
態。

図１-28c　ラバーウェッジで保持した状態。

図 1-29c　歯頸部に歯質が存在しない場合は、ラ
バーウェッジを選択する。

図1-29a,b　歯頸部に歯質が存在しない状態で断面が三角形のウェッジを使用すると、ウェッジを保持する歯質がないた

めウェッジがずれる。その結果、マトリックスが変形するため、この状態でレジン充填を行うと陥凹した形態になってし

まう。図1-28a　歯頸部に残存歯質が十分に存在する場合。

断面が三角形のウェッジで保持 断面が円形のウェッジで保持

断面が円形のウェッジで保持

or

断面が三角形、円形のウェッジ
どちらを選択しても

構わない

歯頸部の残存歯質が十分ある場合 歯頸部の残存歯質が少ない場合ウェッジの
選び方の基本１

ウェッジの
選び方の基本２


